
東横堀川ING 対象エリアマップ （別添資料）

■東横堀川沿川の全体像（全⻑約3km）

■対象エリア
（A区間）

（B区間）

A区間 B区間

※使⽤困難エリア：事前調査の中でアクセス路がなかったり、⼯事中で今回の提案の中での利活⽤が困難だと思われるエリアです。
※利⽤困難エリア以外であっても、他の⼯事との兼ね合いや、関係各所との調整の中で利活⽤が困難となる可能性がございます。ご了承ください。
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ここで何 かできる、実 験 場・東 横 堀川
大阪の川の中で、唯一全面を高速道路に覆われた東横堀川。
だからこそ、活用できる水面と空間が、約3㎞にわたって連なっているのが強み。
将来的には全域が公園・緑道になって歩けるようになる計画だけど、今はまだまだ活用されていない水辺。
多様な主体それぞれの「〇〇したい」を、水面と空間に集めていくことで、新しい東横堀川を実現していきます。

東横堀川で活用できる場所

橋脚と護岸に囲われた水面
は、航路から外れているので
安全に活用できる。全川に
渡って分布。水に触れる、水
上で過ごすなど、もっとも川
を楽しめるポテンシャルが高
いスペース。

公園や緑道は、誰でも水辺
に近づくことができる。北部
に集中しているが、管理上
の問題から一部閉鎖されて
いるところも。オリジナル
ルールがあればもっと使い
やすくなる可能性あり。

将来の公園・緑道の予定地
で、いまは閉ざされている。
南部を中心に両岸に分布。
道と川をつなげるアクセス
予定地も点在。護岸の改修
工事をきっかけに変わる可
能性を秘めている。

●開催日：2 0 2 1年10～11月の週末  ●開催場所：β本町橋前
●協力：無印良品イオンモール堺北花田店・β本町橋（一般社団法人水辺ラボ／一般社団法人日本シティサップ協会）
●実験者：4組  ●活用場所：Blue-Site

2つの水門で囲まれた安全な水面環境や、屋根（阪神高速道路）がかかった全天候型の空間を活かし
て、滞在型の水上の楽しみ方を探る実験。台船をリビング、メガサップテントを寝室にして、一泊二日の
水上キャンプ生活を公募モニターが実践。水上BAR・水上ソロキャンプ・水上シアター・水上誕生会な
ど、楽しいアイデアにチャレンジしました。

普段は閉じられた平野橋橋詰の階段を開いて、水辺へのアクセスをよくしながら、沿川のお店が滲み
出す賑わいづくりにチャレンジ。β本町橋会場とつなぐ渡しクルーズも運航して、界隈の常連さんも改
めて水辺の魅力を発見。地域、近隣店舗、水門事務所も協力して実験前にお掃除を実施。これをき
っかけに、近隣店舗さんが日常的に閉鎖空間をお掃除できる体制づくりの一歩を踏み出しました。

実験参加者6名全員が、水上キャンプ生
活を肯定的に評価。深夜の車の音など課
題はあるものの、長時間滞在活用の価値
があることが分かった。

都市には余白が無い。何処も彼処も活用されつくしている。そのような息
苦しい都市において、川が実は余白であったのだと気付かされた。ちょっ
とした仕掛けで、護岸工事された川が憎むべき対象から愛すべき対象へ
と変わる可能性を実感した。
目線の高さを変えると川の揺らぎの表情が変わることも、今回初めて気
がついた。早朝の朝日が反射して高速道路の橋脚に映し出された波紋
は、焚火にも劣らぬ何かを感じさせてくれた。（大阪市・40代・会社員）

●参加の評価（N=6）

まあまあ
よかった
50%

よかった
50%

ふつう／あまりよくなかった／よくなかった 0%

アンケート結果 実験者の声

●平野橋たもとの階段の活用を日ごろから公園に行くことができる
　アクセス階段として活用したほうがいい］（N=49）

平野橋たもとの階段を日ごろから公園
に行くことができるアクセス階段として
活用したほうがいいという意見が参加
者の8割を超えた。

市内に住んでいても川の存在を知らない方も多いですが、イベントを
やった際は沢山の方が来てくださり、認知されていることを改めて実感!
舟に乗ると非日常感もあり水の音に癒されました。その後階段の掃除も
続けてるうちに通れるのか質問を受ける事も多く開放されたらまた川へ
のアプローチが増えて、より身近になると思います。いつか自分のカヤッ
ク等で川遊びしたいですねー（まだ持ってないけど笑）　（yacipoci）

アンケート結果 実験者の声

はい
82%

どちらとも
言えない
16%

無回答 2%

実験 1／水上キャンプ生活 実験 2／平野橋Op e n＆L i n k

Green-Site Brown-SiteBlue-Site

いいえ 0%

●開催日：2 0 2 1年11月2 8日（日） ●開催場所：平野橋橋詰周辺
●協力：東横堀川水辺再生協議会・yacipoci・baobab・笑日志・酒パンつつみ＆つっつん
　　　  Spectacle Kitahama・トナカイズ・サカグチワークス
　　　  β本町橋（一般社団法人水辺ラボ／株式会社GLORIA）
●活用場所：Green-Site＆Brown-Site

N 高速出入口※斜線部分は閉鎖中
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